
作業療法部門



作業療法部門の理念

超急性期から「その人らしい」生活や想いを尊重し、治療、
支援していくことを大事にしています

1-3年目

急性期の一般の疾患を実践できるようになる

4年目以降

「ジェネラリスト」であり「スペシャリスト」である療法士を
目標に、将来のセラピスト像を明確にし、他職種連携などの強
化も図っています



教育

「個人の特性やキャリアビジョンに準じて教育を行います」

1-3年目は、先輩（メンター）に臨床指導や教育、相談しなが

ら進めています

職場内教育

新人教育研修（臨床に必要な知識・技術・礼節の研修）
院内資格（吸引・心肺蘇生法・カフアシストの使用）

職場外教育

勉強会の開催や他研修への参加



具体的な担当疾患について

1年目
•整形疾患：手関節の骨折、大腿骨近位部骨折、脊髄疾患

•脳血管疾患：脳梗塞、脳出血、硬膜下血腫

2年目

•整形疾患：手指、肘、上腕骨の骨折

•脳血管疾患：くも膜下出血、脳腫瘍、外傷性疾患

•内部疾患：呼吸器疾患や循環器疾患

3年目 •重症度の高い患者さんを担当していく

主担当は副担当や代行で診療を実施し、能力に応じて人数を調整し
ています



勉強会風景

・毎週木曜日にリハ室の勉強会を開催し知識の向上に努めています

・作業療法部門のみ1回/2週、症例検討会も行っています

・また、患者さんの状態確認やアプローチの妥当性の検討のため

・日々セラピスト間や他部門の方と相談しています



業務内容（参考）
8時半～12時 掃除・記録作成

診療（離床、筋力強化、ADL練習）
12時～13時 昼休み
13時～17時15分 記録作成・情報提供書の作成

診療（離床、筋力強化、ADL練習）

現在（2021年）は平日のみ出勤しています

GWや年末年始などの連休が続く場合は休日リハを行っています

※今後は祝日や土日リハも行いたいと考えています



３年目作業療法士の声

⚫多疾患のため幅広い知識を得られます

⚫当院から直接在宅に退院された後に

元気になった姿を見ることがあると嬉しいです

⚫一日、患者さんを10－15人に対応しています

⚫忙しいですが、福利厚生が充実しているのでリフ
レッシュして仕事に取り組めます。月1回以上は休
暇を取得できています

一緒に働けるのを楽しみにしています！！


